
［果樹部門］ 

９．降霜時の燃焼資材使用による簡易被覆ブドウ園での昇温効果  

 

［要約］ 

ブドウの簡易被覆栽培において、市販の燃焼資材を降霜が予想される低温時に被覆ビ

ニール展張下で燃焼させると、棚面気温が0.8～2.7℃、樹体温度が0.9～1.6℃上昇する。 
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［分類］ 情報  

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

県北部地域のブドウ栽培では、年次によって発芽後に極端な低温に遭遇し、霜害を受け

る可能性がある。ナシ及びモモでは、降霜時に燃焼資材を燃焼させると気温及び樹体温度

が上昇することが報告されているが、被覆ビニールを展張した簡易被覆栽培ブドウ園での

実施例は少ないため、降霜時の燃焼資材の昇温効果を確認する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．簡易被覆栽培ブドウ園において、市販の燃焼資材（デュラフレーム）を40本/10a（２

ｍ×12.5ｍ）換算で設置し燃焼させると、地表から約1.7ｍの高さの棚面気温が無処理区

より0.8～2.7℃上昇する効果が約３～４時間持続する（図１、図２）。  

２．燃焼資材は、トンネル直下及びトンネル間どちらに設置しても、ほぼ同程度の昇温効

果が期待できる（図１、図２）。  

３．燃焼開始から約２時間経過すると火力が弱まるが、燃焼資材を反転させることで、昇

温効果が持続する（図１、図２）。  

４．燃焼資材を燃焼させると無処理区と比較して、地表から約1.7ｍの高さの樹体表面温度

が0.9～1.6℃高くなり、燃焼資材直上の樹体表面温度が最大4.6℃高くなる（表１）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．燃焼時に樹や枝に炎が直接当たらないように注意する。  

２．燃焼させる時は事前に地域の消防署に届け出を行い、必ず消火用の水等を用意し、消

火までその場を離れない。  

３．トンネル端や園地の外周は昇温効果が弱まることがあるため、設置方法に注意する。  

４．防霜効果については確認していない。



［具体的データ］ 
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設置位置 調査位置 調査部位

４時 ５時 ６時 ７時

トンネル中央 亜主枝側面 1.1 1.3 3.1 10.4

燃焼資材直上 亜主枝下面 1.4 4.9 3.2 7.9

トンネル間 トンネル中央 亜主枝側面 1.2 1.7 2.4 10.4

無処理 トンネル中央 亜主枝側面 -0.1 0.3 1.5 9.4

調査時刻

トンネル直下
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図１ トンネル中央部分の棚面気温（高さ約 1.7m）の推移  

   （平成 25 年５月８日、前日の午後、霜注意報発令）  

表１ 燃焼資材設置位置が棚面（高さ約 1.7m）の樹体表面温度 z へ及ぼす影響  

z 各調査時刻に各区 10 か所を放射温度計で測定した平均値  

図２ 燃焼資材配置図（２ｍ×12.5ｍ） 

□：トンネル ◎：燃焼資材 ■：おんどとり ●：ブドウ樹  

燃焼資材トンネル直下設置区  

燃焼資材トンネル間設置区  

区  

 
図３ 燃焼試験状況（２ｍ×12.5ｍ）  

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/342352_1673555_misc.pdf

